
 
 
 
 
 
  



 
 
 
 

2022 年度 ⼈⼯知能学会 全国⼤会（第 36 回） 
会期：2022 年 6 ⽉ 14 ⽇（⽕）〜 6 ⽉ 17 ⽇（⾦） 

現地会場（国⽴京都国際会館）とオンラインとのハイブリッド開催 
主催：⼀般社団法⼈⼈⼯知能学会 

 

基調講演： 
⼭川 宏 ⽒（全脳アーキテクチャイニシアティブ 代表） 

 

招待講演 1：「コロナと群集マネジメント 〜⼈流研究の最前線〜」 
⻄成 活裕 ⽒（東京⼤学 先端科学技術研究センター 教授） 

 

招待講演 2：「数理モデルを利⽤した新型コロナウイルス感染症伝播動態の分析」 
⻄浦 博 ⽒（京都⼤学 ⼤学院医学研究科 教授） 

 

特別講演：“Artificial Intelligence: some likely developments and ethical challenges”  
Prof. Luciano Floridi（ボローニャ⼤/オックスフォード⼤ Sociology of Culture and Communication 
/Philosophy and Ethics of Information） 

 

チュートリアル [TS-1]「「富岳」における世界最⼤規模のディープラーニングへの挑戦」⽥渕晶⼤⽒（富⼠通）
/ [TS-2]「全ては１量⼦ビットから始まる：量⼦×AI による量⼦アドバンテージ時代の幕開け」Rudy 
Raymond ⽒（⽇本 IBM/東京⼤学/慶應義塾⼤学）/ [TS-3]「⾃然⾔語処理と Vision-and-Language」⻄⽥
京介⽒（NTT）/ [TS-4]「機械学習と公平性」神嶌敏弘⽒（産業技術総合研究所）/ [TS-5]「AI 哲学マッ
プ - ⼈⼯知能と哲学の対話から新しい研究地図を作る -」清⽥陽司⽒（LIFULL），三宅陽⼀郎⽒（スクウ
ェア・エニックス） 

 

学⽣企画：「第３次 AI ブームにおける『⼈⼯知能』の捉え⽅を⾒直す」 
岡 瑞起 ⽒（筑波⼤学 准教授），⼤澤 正彦 ⽒（⽇本⼤学 助教） 

 

企画セッション （タイトルは変更の可能性があります） 
[KS-1]Infodiment：⼈・AI 共⽣社会実現に向けた「情報」の新定義 / [KS-2]倫理委員会企画「AI による
クリエイティビティと著作権」 / [KS-3] AI・シミュレーション融合研究の展望と戦略 / [KS-4]⽣物多様
性ビッグデータに基づいた⽣態系デジタルツイン構築に向けて / [KS-5]マルチエージェントシステムと
は何か −AI と社会の関係− / [KS-6]⼈⼯知能技術による精神疾患⾃動診断への挑戦 / [KS-7]⼈⼯知能
学会 タウンホールミーティング / [KS-8]（仮）AI 関連標準仕様を理解する / [KS-9]「住みたい街ラン
キング」を再考する / [KS-10]SF とともに拓く知能化社会: 未来社会におけるフィクションの役割 / [KS-
11]コモンセンス AI を基軸とするケア情報学の社会実装 / [K-12]⼈を孤独から救う AI / [KS-13]推しキ
ャラをパーソナルナビゲーターにした⾼齢者⾒守りサポートと若者の恋愛相談 / [KS-14]"１億総 AI ⼈材
時代へ" ，チーム JAPAN がやるべきこと / [KS-15]デジタル−⼈間融合による精神の超⾼精細ケア：多
種・⼤量・精密データ戦略の構築 

 

オーガナイズドセッション・⼀般セッション・国際セッション・インタラクティブセッション 
800 件程度の発表を予定 

 
事前参加登録：2022 年 3 ⽉ 1 ⽇(⽕)〜5 ⽉ 20 ⽇(⾦) 18:00（早期は 4 ⽉ 22 ⽇(⾦) 18:00 まで） 

ホームページ：https://www.ai-gakkai.or.jp/jsai2022/ 問合せ先：⼤会事務局 jsai2022@ai-gakkai.or.jp 


